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	カーボンニュートラルで レジリエントな 社会づくりプロジェクト 成果報告会
	参加 無料
	日時：2026年7月2日（木）14時開始 17時15分終了
	プログラム：
	15：35～15：50 「道路交通分野での取組」 　木村 嘉富    （一財）橋梁調査会 15：50～16：20 「建設工事における脱炭素の実現に向けて  ― 低炭素材料・建設機械、水素、CO2固定技術の実装」 　深澤 裕紀 大成建設（株）／島崎 勝 大成ロテック（株） 16：20～16：45  「土木分野での木材利用」 　　松嶋 健太　建設技術研究所  「インフラ長寿命化が支える脱炭素社会」 　　佐藤 律子　日本工営  「地域・産業のレジリエンス強化に貢献するカーボンニュートラル化の取組」     　  神野 竜之介　パシフィックコンサルタンツ 16：45～17：15　質疑
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